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一
コ
マ
一
コ
マ
を
人
間
の
手
で
創
造
し
、

そ
の
膨
大
な
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
ほ
ど
、
作
り
手

の
豊
か
な
想
像
力
が
求
め
ら
れ
る
映
画
ジ
ャ

ン
ル
も
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
現
在
、
劇

場
用
、
テ
レ
ビ
用
か
ら
個
人
作
家
の
実
験
作

に
至
る
ま
で
多
種
多
彩
な
作
品
が
国
際
的
な

注
目
を
集
め
て
い
る
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
が
、
世
界
に
誇
る
芸
術
で
あ
る
こ
と
は
誰

し
も
疑
い
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
も
一

朝
一
夕
で
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
は
ず
で

す。
そ
う
し
た
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
源

流
と
展
開
を
、
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵

フ
ィ
ル
ム
を
通
じ
て
探
る
企
画
が
こ
の
「
日

本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
史
」
で
す
。
長
短

篇
あ
わ
せ
て
二
三
0
本
以
上
の
作
品
を
上
映

す
る
こ
の
壮
大
な
企
画
に
は
、
二
つ
の
大
き

な
柱
が
あ
り
ま
す
。

―
つ
は
、

II

漫
画
映
画
II

の
草
創
期
で
あ
る

大
正
時
代
か
ら
、
日
本
初
の
本
格
的
商
業
プ

7
月
6
日
因
ー
8
月
2
9
日
⑧

『くもとちゅうりっぷ』

『白蛇伝』

一
二
今
辛
晶
華

H”=-
モ

I

I大
ホ
ー
ル

日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
史

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
東
映
動
画
が
軌
道
に

乗
る
一
九
六
0
年
前
後
ま
で
の
、
多
様
な
傾

向
の
作
品
を
作
家
別
に
紹
介
す
る
こ
と
で
す
。

伝
統
的
な
千
代
紙
や
色
彩
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
駆

使
し
て
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
『
く
じ
ら
』

（
一
九
五
二
年
）
の
大
藤
信
郎
、
教
育
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
の
立
役
者
と
し
て
長
年
活
躍
し

た
山
本
早
苗
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
精
緻

な
切
り
紙
ア
ニ
メ
を
量
産
し
た
村
田
安
司
、

日
本
動
画
史
の
金
字
塔
『
く
も
と
ち
ゅ
う
り

っ
ぷ
』
(
-
九
四
三
年
）
を
生
ん
だ
セ
ル
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
巨
匠
政
岡
憲
三
、
日
本
初

の
長
篇
作
品
『
海
の
神
兵
』
(
-
九
四
五
年
）

を
発
表
し
た
瀬
尾
光
世
、
中
国
へ
の
技
術
指

導
で
も
知
ら
れ
る
人
形
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

開
拓
者
持
永
只
仁
、
『
お
蝶
夫
人
の
幻
想
』

（
一
九
四
0
年
）
で
動
画
界
を
驚
か
せ
た
影

絵
映
画
の
名
手
荒
井
和
五
郎
、
漫
画
家
と
い

う
枠
を
超
え
て
活
躍
し
た
『
ふ
く
す
け
』
（
一

九
五
七
年
）
の
横
山
隆
一
、
東
映
動
画
に
集

っ
て
『
白
蛇
伝
』
(
-
九
五
八
年
）
に
は
じ

ま
る
長
篇
カ
ラ
ー
作
品
に
貢
献
し
た
薮
下
泰

司
な
ど
、
そ
う
そ
う
た
る
動
画
作
家
た
ち
の

系
譜
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
も
う
―
つ
は
、
一
九
六
0
年
代
後
半

か
ら
活
躍
し
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
界
に
独
自

の
地
位
を
築
き
上
げ
た
二
人
の
作
家
、
岡
本

忠
成
と
川
本
喜
八
郎
の
作
品
の
総
合
的
な
上

映
で
す
。
木
、
紙
、
布
、
毛
糸
な
ど
多
様
な

素
材
を
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
躍
動
さ
せ
た
岡
本

と
、
気
品
あ
る
人
形
を
用
い
て
幻
想
的
な
作

風
を
貫
い
た
川
本
は
、
一
九
七
0
年
代
に
は

岡
田
秀
則
）

人
形
劇
と
ア
ニ
メ
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
「
パ
ペ

ッ
ト
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ウ
」
を
定
期
的
に
開

催
す
る
な
ど
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
と
同
時
に

盟
友
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
功
績

を
た
ど
る
試
み
と
な
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け

岡
本
作
品
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
フ
ィ
ル
ム

セ
ン
タ
ー
展
示
室
に
て
開
催
中
の
「
造
形
作

品
で
み
る
岡
本
忠
成
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
世

界
」
（
四
月
六
日

1
六
月
二
七
日
、
七
月
六

日
1
八
月
二
九
日
）
と
あ
わ
せ
て
観
覧
す
る

こ
と
で
、
作
品
に
触
れ
る
楽
し
み
を
倍
加
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
夏
休
み
に
も
重
な
っ
て
開
催
さ
れ

る
こ
の
企
画
の
特
徴
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
も
楽
し
め
る
作
品
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る

と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
世
代
を
超
え
て
、

数
々
の
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
が
築
き
上
げ
た
国

産
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
”
真
髄
“
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
そ
の
想
像
力
の
大
海
を
心
ゆ
く

ま
で
泳
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
研
究
員
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